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現在、我が国では、産業競争力強化に向けて、革新的技術を核としたイノベー

ションを生み出すべく、ロボットやＩｏＴ等の新しい技術の活用による様々な試

みが進められていますが、その動きをより強固なものにするには、長年培ってき

た多種多様な技術革新の芽を大きく育てる仕組み、即ち具体的な戦略づくりが必

要であります。 

一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成２６

年度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部組

織の皆様とともに始め、２年目を迎えました。 

本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的•先進的

技術を基にした戦略づくり、きっかけづくりであります。このため関連する複数

の分野の関係者が一堂に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整理

し、実現すべきシステムの姿およびその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「基材表面へのファインセラミックス材料の低温薄膜形成によるプロダクトイ

ノベーションの可能性に関する戦略策定」は、上記事業の一環として、セラミッ

クスコーティング事業の次世代新市場への展開を目指して、一般社団法人日本フ

ァインセラミックス協会に委託して実施し、多様な分野の関係者とともに協会も

参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械システム開発委員会」

（委員長：東京大学理事・副学長 大学院新領域創成科学研究科 教授 大和 裕幸 

氏）を設置し、そのご指導・ご助言を受けました。 

 この成果が、機械システムによる新たな社会変革の進展に寄与するきっかけと

なれば幸いです。 

  

  
 
平成２８年３月 

一般財団法人機械システム振興協会 
 

  



はじめに 

 

我が国のファインセラミックス産業は、独自の技術・製品開発へと進化することによ

って、世界においても、日本が先導的な立場を維持している大きな産業に成長してまい

りました。本年、ファインセラミックス産業は好況を迎え、過去最高の成果を挙げていま

す。 

しかしながら、素材の三大要素である「金属・樹脂・セラミックス」の境界を融合させ

るセラミックコーティング事業について、日本は技術的には世界に後れるものではあり

ませんが、世界を見渡せば決して存在感が高い状態ではありません。一方、ファインセラ

ミックス産業では日本のシェアは４割を越えており、次世代の新市場への展開を各社と

も積極的に模索している状況です。 

  そのため、当協会では、一般財団法人機械システム振興協会から「基材表面へのファ

インセラミックス材料の低温薄膜形成によるプロダクトイノベーションの可能性に関す

る戦略策定」事業を受け、当協会に戦略策定委員会を設置し、この問題に対する現状と課

題を取りまとめたのがこの報告書であります。 

当委員会は、委員としてこの分野の産官学の専門家に参加いただき、セラミックコー

ティングのグローバル市場と新機能についての幅広い調査と討議を行い、とりまとめて

いただきました。 

本事業を実施するに当たり、研究の労を賜った委員各位に深甚なる感謝の意を表する

次第であります。 

 最後に、本成果が、関係各位のご参考となり、我が国のファインセラミックス産業の発

展はもとより、ファインセラミックスをご利用いただく電子産業およびその他の産業の

発展にも寄与する施策立案のために議論が更に深耕されることを祈念する次第でありま

す。 

 

平成２８年３月 

 

一般社団法人 日本ファインセラミックス協会 
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